
６
月
11
日
土
曜
日
、
快
晴
の
昼
下
が

り
、
市
役
所
前
か
ら｢

秋
田
市
観
光
ｍ
ｙ

タ
ク
シ
ー｣

に
乗
っ
て
み
ま
し
た
。
市

街
地
の
東
へ
向
か
い
、
車
は
い
つ
し
か

深
い
緑
の
陰
と
ま
ぶ
し
い
初
夏
の
光
の

中
へ
す
べ
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。
30
分

程
で
河
辺
の
岨
谷
峡
に
到
着
。
気
温
が

30
度
近
く
ま
で
上
が
っ
た
暑
い
日
で
し

た
が
、
岩
見
川
の
清
流
に
沿
っ
て
、
せ

せ
ら
ぎ
と
野
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な

が
ら
の
散
策
は
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
効

果
の
お
か
げ
か
全
身
が
癒い

や
さ
れ
、
思

い
の
ほ
か
涼
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
車
で
４
、
５
分
程
の
へ
そ
公

園
へ
。
そ
こ
で
１
歳
半
に
な
る
か
わ
い

い
男
の
子
を
抱
っ
こ
し
た
ご
夫
婦
に
、

た
ま
た
ま
お
会
い
し
言
葉
を
交
わ
し
た

と
こ
ろ
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
来
て
ち
ょ
う

ど
お
弁
当
を
食
べ
終
え
た
ば
か
り
と
の

こ
と
。
今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
、
市
の

第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
の
制
度

も
ご
存
知
で
、｢

も
う
１
人
子
ど
も
が

欲
し
い
な｣

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
双
子
と
年
子
だ
と
い
う
３
人

の
女
の
子
を
連
れ
て
遊
び
に
来
て
い
た

ご
家
族
に
も
お
会
い
し
ま
し
た
。
多
く

の
自
治
体
が
人
口
減
少
や
少
子
化
の
問

題
に
直
面
し
て
い
る
昨
今
、
こ
の
日
お

会
い
し
た
よ
う
な
家
族
を
増
や
し
て
い

く
施
策
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

さ
て
、
趣

お
も
む
き

を
変
え
て
車
が
次
に
向
か

っ
た
先
は
、
手
形
の
平
田
篤
胤

あ
つ
た
ね

の
墓
と

秋
田
大
学
鉱
業
博
物
館
。
秋
田
駅
か
ら

だ
と
車
で
10
分
か
か
り
ま
せ
ん
。
賀
茂

か

も

の

真ま

淵ぶ
ち

や
本
居

も
と
お
り

宣
長

の
り
な
が

ら
と
と
も
に｢

国
学

四
大
人｣

の
一
人
と
称
さ
れ
る
郷
土
が

生
ん
だ
著
名
な
国
学
者
の
墓
や
、
２
万

点
を
超
え
る
標
本
を
有
し
、
国
内
外
で

学
術
的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
博

物
館
が
、
普
段
あ
ま
り
意
識
し
ま
せ
ん

が
、
実
は
す
ぐ
身
の
周
り
に
あ
る
の
で

す
ね
。
今
回｢

観
光
ｍ
ｙ
タ
ク
シ
ー｣

を

利
用
し
て
、
改
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
で
す
か
ら
こ
の
タ
ク
シ
ー

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
市
で
は
人

口
減
少
や
少
子
化
と
い
っ
た
課
題
に
取

り
組
む
中
で
、
観
光
振
興
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化･

雇
用
創
出
が
重
要
と
捉

え
、
市
役
所
内
の
〝
魅
力
再
発
見
検
討
チ

ー
ム
〞
で
議
論
を
重
ね
こ
の
ア
イ
デ
ア

を
練
り
上
げ
ま
し
た
。
小
型
タ
ク
シ
ー

を
正
規
料
金
で
４
時
間
利
用
す
る
と
約

２
万
６
千
円
か
か
り
ま
す
が
、
こ
れ
を

観
光
コ
ー
ス
と
し
て
国
に
申
請
す
る

と
、
半
額
の
１
万
３
千
円
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
市
が
独

自
に
３
千
円
を
助
成
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
の
で
、
１
万
円
で
小
型
タ
ク
シ
ー

を
４
時
間
チ
ャ
ー
タ
ー
で
き
ま
す
。
４

人
だ
と
１
人
２
千
500
円
に
な
り
ま
す
。

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
制
度
、

い
ろ
い
ろ
な
観
光
コ
ー
ス
を
自
由
に
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
も
歓
迎
で
す
。

私
を
案
内
し
て
く
れ
た
池
田
紀の

り

代
志

よ

し

さ

ん
と
い
う
親
切
な
運
転
手
さ
ん
は
、

｢

秋
田
市
ふ
る
さ
と
案
内
人｣

で
も
あ

り
、
地
域
や
歴
史
に
と
て
も
造
詣

ぞ
う
け
い

が
深

い
か
た
で
し
た
。
観
光
客
に
は
新
鮮

に
、
地
元
の
か
た
は
改
め
て
、
秋
田
の

魅
力
に
感
動
す
る
こ
と
請
け
合
い
で

す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

◆秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の内容などをお伝えしています。
｢市長ほっとコーナー｣ http://www.city.akita.akita.jp/city/mayor/

よ
う
こ
そ
あ
き
た
へ
①
〜
秋
田
市
観
光
ｍ
ｙ

マ

イ

タ
ク
シ
ー

市長コラム・日々初心

市長 ● 穂積 志(もとむ)

観
光
ｍ
ｙ
タ
ク
シ
ー
で
、
ほ
の
ぼ
の
し
た

出
会
い
も
♪(

河
辺
へ
そ
公
園
で)

秋田市観光ｍｙタクシーについて、詳しくは観光振興課へお問い合わせいただくか、

同課ホームページをご覧ください。☎(888)5605

＊｢

よ
う
こ
そ
あ
き
た
へ
②｣

は
、
移
住･

定
住
に

つ
い
て
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

２



【
一
般
表
彰
】(

以
下
、
敬
称
略)

■
人
権

人
権
擁
護
委
員u

稲
場
み
ち
子(

広
面)

、
髙

山
万
紀
子(

手
形)

■
行
政
管
理
　

情
報
公
開
審
査
会
委
員u

藤
盛
節
子(

八
橋)

個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員u

櫻
庭
清(

広
面)

■
交
通
安
全

交
通
指
導
隊
員

鈴
木
幸
次(

雄
和)

、
伊
藤

夫(

雄
和)
、
羽
沢
義
昭(

仁
井
田)

■
自
治
振
興

町
内
会
長u

栁
屋

弘(
中
通)

、
能
登
良
一

(

南
通)

、
伊
勢
谷
順
一(
楢
山)

、
佐
々
木
久

左
エ
門(

旭
南)

、
木
曽
久
勝(
泉)

、
能
登
谷

功(

土
崎)

、
吉
田
昌
弘(

将
軍
野)
、
小
野
勲

夫(

将
軍
野)

、
戸
井
田
鍊
太
郎(

新
屋)
、
川

口
洋
一(

土
崎)

、
星
野
敏
夫(

寺
内)

、
木
村

昊(

太
平)

、
佐
藤
善
清(

太
平)

、
佐
藤
和
博

(

外
旭
川)

、
川
村
旭
二(

将
軍
野)

、
齋
藤
喜

悦(

仁
井
田)

、
加
藤
忠
弘(

下
北
手)

、
須
田

邦
裕(

下
北
手)

、
沼
田
忠
義(

寺
内)

、
戸
嶋

元
美(

仁
井
田)

、
進
藤
征
喜(

仁
井
田)

、
長

谷
部
三
夫(

牛
島)

、
長
谷
部
政
勝(

河
辺)

、

佐
々
木
一
夫(

河
辺)

、
尾
形
守(

河
辺)

、
小

助
川
新
一(

雄
和)

■
市
民
生
活

消
費
生
活
審
議
会
委
員u

古
谷
薫(

山
王)

■
社
会
福
祉

社
会
福
祉
審
議
会
委
員u

石
沢
真
貴(

横

森)

、
石
原
芳
人(

広
面)

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
役
員u

相
場
義
信

(

浜
田)

、髙
貝
正
之(

広
面)

、
細
谷
敏
夫(

茨

島)

、
高
橋
良
慥(

八
橋)

、
奈
良
通
也(

旭

川)

、
加
藤

征(

泉)

、
貝
田
健
司(

土

崎)

、
米
田
次
男(

土
崎)

民
生
委
員･

児
童
委
員u

井

勇(

土
崎

南)

、
橋
野
茂
子(

泉)

、
一
ノ
関
史
郎(

泉)

、

佐
藤
登(

外
旭
川)

、
上
村
隆
策(

仁
井
田)

、

加
藤
成
子(

金
足)

、
川
上
隆
司(

旭
川)

、
熊

谷
勇(

仁
井
田)

、
曽
我
美
祈
子(

河
辺)

、
山

上
ヒ
ナ
子(

河
辺)

、
池
端
收(

旭
北)

、
吉
田

志
保
子(

牛
島)

、
三
浦
金
光(

旭
川)

、
鎌
田

博
美(

太
平)

、
高
橋
喜
美
子(

仁
井
田)

、
伊

藤
明
子(

桜)

、
佐
々
木
典
子(

太
平)

、
鬼
川

久
幸(

港
北)

、
成
澤
明
子(

土
崎
南)

、
佐
藤

勝
男(

新
屋)

、
佐
藤
貢(

金
足)

、
越
後
屋
勇

子(

土
崎)

、
越
後
谷
博
子(

土
崎)

、
高
橋
登

美
子(

飯
島)

、
宇
佐
美
美
保(

飯
島)

、
小
田

島
惠
子(

仁
井
田)

、
伊
藤
た
か
子(

下
浜)

、

小
野
篤(

金
足)

、
鈴
木
夏
代(

築
山)

、
平
裕

(

旭
北)

、
佐
藤
富
子(

外
旭
川)

■
保
健･

医
療

地
域
保
健
推
進
員
会
会
長u

古
谷
洋
子(

寺

内)
、
齊
藤
誠(

茨
島)

■
産
業
振
興

商
業
振
興u
浅
羽
正
幸(

卸
町)

、
黒
木

正

(

泉)

、
佐
藤
智
司(
新
屋)

山
林
看
守
人u

細
部
芳
雄(

下
浜)

林
道
管
理
責
任
者u

深
井
博
文(

下
浜)

■
教
育･

文
化

文
化
振
興u

土
崎
経
済
同
友
会

千
秋
美
術
館
協
議
会
委
員u

宝
池
文
暁(

泉)

ボ
ラ
ン
テ
ィ
アu

弥
生
っ
こ
村
民
会

青
少
年
育
成u

宮
崎
夕
美
子(

川
尻)

、
横
山

誠
治(

新
屋)

、
岩
波
重
勝(

太
平)

、
加
藤
正

信(

御
所
野)

、
椎
川
保
子(

飯
島)

児
童
育
成
ク
ラ
ブ
世
話
人u

小
野
共
子(

外

旭
川)

、
栗
山
由
美
子(

外
旭
川)

、
佐
藤
ユ

ミ
子(

飯
島)

、
佐
藤
涼
子(

御
所
野)

、
鳥
井

晴
弥(

御
所
野)

■
都
市
整
備

開
発
審
査
会
委
員
等u

鈴
木
啓
悦(

飯
島)

■
善
行

善
行u

社
会
医
療
法
人
明
和
会
中
通
総
合
病
院

■
消
防･

防
災

自
主
防
災
組
織u

千
秋
北
の
丸
三
区
町
内
会

自
主
防
災
隊
、
下
北
手
宝
川
班
自
主
防
災

隊
、
内
浜
田
町
内
会
自
主
防
災
隊
、
吉
学
寺

町
内
会
自
主
防
災
隊
、
寺
田
町
内
会
自
主

防
災
隊

▼

大
森
山
動
物
園
〜
あ
き
ぎ
ん
オ
モ
リ
ン
の
森
〜

▼

千
秋
美
術
館
　
▼

赤
れ
ん
が
郷
土
館

▼

民
俗
芸
能
伝
承
館(

貸
出
施
設
の
利
用
は
除
く)

▼

旧
金
子
家
住
宅
　
▼

佐
竹
史
料
館

▼

久
保
田
城
御
隅
櫓

▼

旧
黒
澤
家
住
宅

▼

秋
田
城
跡
歴
史
資
料
館

◆秋田市功労者表彰◆

＊( )

内
は
住
所
で
す
。
た
だ
し
、
民
生
委
員･

児
童

委
員
は
担
当
地
区
名
の
記
載
で
す
。

７
月
12
日
は｢

市
の
記
念
日｣

で
す
。
明
治
22
年
７
月
12
日
の
秋
田
市
役
所
開
庁

に
ち
な
み
、
昭
和
３
年
に
制
定
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
７
月
12
日
(火)
午
前
10
時
30
分
か
ら

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、
市
の
記
念
日
式
典
を
開
催
し
、
市
勢
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
次

の
み
な
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す
。
総
務
課
☎(

８
８
８)

５
４
２
３

秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会
会
長
と

し
て
ス
ポ
ー
ツ
施
策
を

積
極
的
に
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
田

市
体
育
協
会
副
会
長
と
し
て
、
地
域
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
振
興
や
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
女
性
参

画
の
促
進
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
功
労
者
表
彰
】 市

勢
発
展
へ
の
貢
献
を
称た

た

え
て

野
中
歌
子
さ
ん(

飯
島)

秋
田
市
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
、
農
業
政

策
へ
の
建
議･

要
望
の

提
出
と
農
地
転
用
な
ど
に
対
す
る
助
言･

指

導
を
行
う
な
ど
、
農
地
行
政
の
執
行
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

齊
藤
信
勝
さ
ん(

雄
和)

秋
田
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委

員
と
し
て
適
正
な
審

査
に
努
め
、
税
制
度
の
公
平
性
確
保
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

木
村
了さ

と
る

さ
ん(

広
面)

７
月
12
日
(火)
の｢

市
の
記
念
日｣

に

次
の
施
設
を
無
料
開
放
し
ま
す
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